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Xorg

Xセッションでは /etc/X11/Xsession.d/ にあるシェル
スクリプトで環境変数などを初期化する
インプットメソッド周りは im-configで

/etc/X11/Xsession.d/70im-config launch が設定して、
最後に /usr/bin/im-launch がデーモンを起動する
他の方法（.xsessionrcなど）で設定されたらそれを尊重
する



Wayland (1/2)

Waylandセッションは初期化を扱わない
– 当然 /etc/X11/Xsession.d/ は使われない

Wayland以外で設定・起動するしかない

設定方法

systemd --user
– Busterの systemd (>= 233)ではユーザー設定を動的
に変えられるようになった
(/usr/lib/systemd/user-environment-generators/*)
– 現状 gdm3だけは systemd --user内の変数値を環境変
数として取り込む
pam env
– 設定が動的に変えられない（設定ファイル
/etc/environment などしかない）
...

起動方法

/etc/xdg/autostart/*.desktop
...
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Wayland (2/2)

Waylandはウィンドウの位置情報を提供しない

⇒ カーソルの位置がわからない！
コンポジター (GNOME Shell)の独自 APIで実装する
(ibus)

XWayland を使う
env GDK BACKEND=x11
（Busterの im-configでの uim）
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設定

Xorg では今まで通り設定する
Wayland では別の方法を使う、でも他の方法
（.config/environment.d/*.confなど）で設定されたらそ
れを尊重したい

systemd --user では常にログイン直後に設定される
systemd であればWayland でも Xorg でも ssh でも区別
なく他の方法での設定より前に呼ばれる
⇒これを Wayland で使うなら常に（Xorgであっても）
設定するしかない
(/usr/lib/systemd/user-environment-generators/70-im-
config)

今まで通りの方法など、他で設定されたら尊重したい...
⇒ 他の方法で設定されたか後で検出することにする
(IM CONFIG CHECK ENV=1)
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起動

Xorg では今まで通り起動する
Wayland では別の方法を使う、でも他の方法で設定さ
れたらそれを尊重することにして起動しない

XDG Autostartはサポートするデスクトップ環境では常に起
動されるが、Waylandか Xorgか区別は可能
⇒ Waylandのときのみ XDG Autostartで起動するように
する
(/etc/xdg/autostart/im-launch.desktop)
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まとめ

Busterでは GNOME Waylandがデフォルトデスクトッ
プで、日本語入力できるようにした
Waylandでは Xorgのスクリプトが一切実行されない
Busterの gdm3 + GNOME Wayland では systemdの
user-environment-generatorと XDG Autostartを使うよう
にした
systemd + gdm3 + GNOME Wayland の組み合わせ以外
では動作しない
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